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最
新
の
総
務
省
デ
ー
タ
（
平
成
25
年
度
）
に
よ
る
と
習
志
野
市

の
財
政
力
指
数
は
、
０
・
88
、
将
来
負
担
比
率
14
・
８
と
ま
ず
ま

ず
な
数
字
な
一
方
、
経
常
収
支
比
率
が
92
・
８
％
と
財
政
の
高
い

硬
直
化
が
見
て
取
れ
ま
す
。
今
後
、
市
庁
舎
の
建
て
替
え
や
イ
ン

フ
ラ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
出
費
が
か
さ
む
こ
と
を
考
え
る
と
、

更
に
財
政
が
硬
直
化
し
、
将
来
負
担
が
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
ま
で
同
様
に
μ
⎙
⎡
ᘍ
૎
⏜
␟
⏺
⏠
⏂
ᘍ
૎
⍿
᝺
⍹
⎡
⎢

׉
ᩊ
⎝
଺
ˊ
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
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笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
崩
落
事
故
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
老
朽
化

し
た
⏋
␚
⏼
␐
⎡
␑
⏲
␌
␟
⏉
␒
⍿
μ
׎
ႎ
բ
᫆
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
、
市
町
村
に
対
し
固
定
資
産
台
帳
に
よ
る
状
況
把

握
を
指
導
す
る
と
同
時
に
、
早
急
な
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、如
何
せ
ん
ᝠ
૎
բ
᫆
⍿
᪽
ၘ
⎡
ᆔ
で
す
。
そ
こ
で
、

一
昨
年
に
出
さ
れ
た
答
申
に
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
ൟ
᧓
෇

щ
⎡
෇
ဇ
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
り
ま
す
。
実
は
、
こ
れ
ら
は
、

90
年
代
財
政
悪
化
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
も
と
小

さ
な
政
府
を
目
指
し
て
導
入
さ
れ
た
制
度
な
の
で
す
。
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Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

と
は
、
官
民
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ス
キ
ー
ム

の
事
で
す
。
指
定
管
理
者
制
度
や
公
設
民
営
方
式
な
ど
を
指
し
、

᝻
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ᛦ
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⎾
⑒
⑈
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プ
ラ
イ
ベ
イ
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
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も
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
当
初
は
、

単
に
初
期
投
資
を
民
間
に
押
付
け
る
だ
け
の
官
民
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
少
な
い
制
度
で
し
た
が
、そ
れ
は
、本
来
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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海
外
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
例
に
は
、
利
水
・
廃
水
関
連
、
更
に
は
鉄
道
、

道
路
、
航
空･

海
上
輸
送
等
、
公
共
輸
送
に
関
わ
る
各
イ
ン
フ
ラ
や

グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
、
文
化
関
連
イ
ン
フ
ラ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
イ
ン
フ
ラ
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
思
い
切
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
ൟ
᧓

⎡
୓
ជ
⏂
ஊ
ј
෇
ဇ
す
る
と
同
時
に
ൟ
ᩔ
⎡
෇
ࣱ
҄
⎞
⎵
݃
ɨ

し
て
い
る
の
で
す
。
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習
志
野
市
で
も
、
今
後
、
ٶ
⎂
⎡
π
σ
଀
ᚨ
⎷
⏋
␚
⏼
␐
⎡
␑

⏲
␌
␟
⏉
␒
を
抱
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
法
律
下
で
は
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
国
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
普

及
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
、
更
な
る
規
制
緩
和
が
進
む
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
む
ろ
ん
、
全
て
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ラ
を
民
間
に
預
け
た
際
、
経
済
事
情
が
優

先
し
な
い
か
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
す
る
と
官
民
相
乗
効
果

が
得
ら
れ
る
か
な
ど
課
題
は
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
後
の
市
の
財
政
を
考
え
る
と
き
、
検
討
の
価
値
は
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
時
ま
で
も
高
度
成
長
期
の
護
送
船
団

方
式
を
墨
守
し
て
い
ら
れ
る
時
代
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
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047-409-2371
047-475-5696

᧙ఌ↡↼↵ⅼࢸੲ˟ʙѦ৑
〒275-0026
千葉県習志野市谷津 5-4-9
※4月いっぱい、
　　　　こちらに転居しています。
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新習志野

京成津田沼京成津田沼谷津

ＪＲ津田沼ＪＲ津田沼

新津田沼 実籾大久保

関根洋幸 （せきね　ひろゆき）
1986 年 7月 13 日生まれ（現在 28 歳）
谷津保健病院にて出生
 習志野市立谷津幼稚園卒園
 習志野市立谷津幼稚園卒業
 習志野市立第一中学校卒業
 習志野市立習志野高等学校卒業
 亜細亜大学法学部法律学科卒業
 在学中、卒業後にWestern 
Washington University に留学
 帰国後、参議院議員、千葉県議会議
員事務所を経て
衆議院小林鷹之公設秘書として勤務

家族：母、兄（母はきらっとサンバ
振り付けの桜丘けいこ）
 趣味：ダンス、スポーツ全般
 好きな言葉：為せば成る

info@sekine-hiroyuki.jp
http://www.sekine-hiroyuki.jp
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本線より高い利用率を誇りました。その後、京成津田沼駅を起点
に当初の目的地、成田を目指すことになります。当時は、隅田川
を渡って都心に入るには、市電の抵抗があり押上を始点としてい
ましたが、昭和 6年に日暮里、昭和 8年に上野まで延伸し、念願
の都心乗り入れを果たします。新京成線の開業は、戦後、旧軍の
演習路線払下げまで待たねばなりません。

⅙‒፼࣓᣼↗ᤧᢊ↝ഭӪ
習志野における京成線は、京成電気軌道株式会社・船橋 ~千葉
区間開業と同時、大正 10年に谷津海岸駅、京成津田沼駅を開
設した事に始まります。名前からも分かるように同社は、元々、
東京～成田間を目途に開業しましたが、まずは、県都千葉間の
開通を優先したようです。当時の京成千葉駅は、今の千葉中央
公園にあり、より市内中心部にあったため、並走して走る総武

事務所内における事務、ポスター貼り、
各種広報物の配布などお手伝いいただけ
るボランティアを募集しています。どん
な事からでも構いません。政治に興味が
あって、関根ひろゆきの政治活動を手
伝ってみようと思われる方は是非ご一報
ください。習志野の街づくりに一緒に参
加しませんか？

習志野の街づくりをみんなで


